
 

『顔のかたち、声のかたち』  院長メモ  

“ご無沙汰しておりました。お世話頂い

ておりました家内は、紹介先の病院で

亡くなりました。ありがとうございまし

た。”A さんのご家族がわざわざご挨拶

にみえた。                       

確かに当院の CT 検査で腹部に異常を

見つけ、県立中央病院に紹介した。術

後、結果を含めて丁寧な情報が病院側

から私にはあり、大体のことは理解出

来ていたし、A さんの予後は決してよろ

しくないだろうことは予想はしていた。しかし、亡くなったと言われても A さんがいつも通

院していた時の笑顔と笑い声、そして私が紹介の話をした時の不安げな表情しか私の

記憶には残っていない。その後の辛い思いをしたであろう患者さんの悲しい顔、そして

声が想像出来ない。頭に浮かばない。私の頭の中では、A さんの顔と声はいつも変わ

らず、ニコニコして孫の話をしている A さんのままである。診察時の冗談までメモ書きし

た A さんの分厚いカルテだけが手元に残った。いつか記憶は次第に薄れ、私の頭に残

っている A さんの顔も声も思い出せなくなっていくのだろう。                                             

しばらくにこやかな顔を見ていない家内を横目で見ながら、ふとそんなことを考えた。   

まだまだ曇った冬の空が続きそうな３月。 
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       ○=休診日 ★=診療時間変更 

３月休診日・診療時間のお知らせ 

★ ３月２８日（土） 午前診療 

          医師会 研修会の為 

     

 

★ 

※ 場合により変更になる事がございます。   

御了承願います。 

沖縄  宮古島の海  



 

検 索 ゆとりが丘クリニック 
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恒例の恵方巻き大会  

今年も、本年の健康を祈ってスタッフ

で写真を撮りました。          

入園式の他、働きながら学び直そうと

いうスタッフもおり、賑やかな春になり

そうです。 

勉強会メモ  

  

２月１５日（日）岩手県立中央病院主催の「地域

包括ケア」に関する公開講演会がありました。 

望月院長より 

時代とともに医療の環境も変化し、医療の役目

は『治すこと/救うこと』から『癒すこと/抱えて生

きること』『支えること/看取ること』へと大きく変

わりつつあり、それをふまえて病院から在宅へ

の適切な移行が望まれる時代になった。とのお

話がありました。 

地域連携コーディネーター看護師より 

入院初期より在宅を見据えたきめの細かい 

援助を行なうことにより、患者家族が安心して在宅への生活に移行できるようになる。         

との報告あり。 

盛岡往診クリニックの岩井医師より 

患者さんの在宅医療を支える為に実際に行われていることの説明。在宅をより良いも

のとするための心構え等についての話があり。最後は非常に示唆に富んだ記録ビデ

オが流された。 

いずれのプレゼンテーションにも教えられることが多く、今後の滝沢市に於ける在宅

医療への大きな指針となった。 


